
 

 

〇問題の内容 

 

 

 

○今年度の出題の特徴 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

○問う力の観点 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

〇豊中市の強み・課題、指導改善のポイント等の解説について 

 

 

・豊中市の子どもたちの強みや課題について示すとともに、課題の解決に向けた授業改善や取

組みのポイントを示しています。 

Ⅲ わくわく問題（教科横断型問題）について 

・教科の枠を超えた、日常の活動や現代的な諸課題（SDGｓ、プログラミング的思考）等を 

テーマにした問題 

・文章やグラフ、リーフレット等の様々な資料を題材とし、問題をつかみ、資料を読み取った 

り思考したりして、自分の考えを表現する力を問う問題 

 
・問題１は、児童にとって身近な「ソース」を題材とし，種々の資料を読み取り，それに基づ

いて思考する力や，自分の立場を明確にした上でその理由を表現する力を育てることを目的

として出題されている。 

・問題２は、ロボット掃除機の観察をきっかけとして，ロボットやＡＩに関連する諸技術やそ

の活用に興味・関心を広げていく中で，論理的に思考し問題を発見・解決していく力を育む

ことを目的として出題されている。 

・問題３は、大阪万博から世界に広まった「ピクトグラム」を題材とし，ピクトグラムがどの

ようなものかを知るとともに，資料を分類・整理すること，会話と資料を関連付けること，

相手にわかりやすく伝えるための工夫を考え表現することを目的として出題されている。 

 
 
・児童が、多様な他者と協同し、探究的な学習を進め、生きる力を伸ばすために必要な力と 

 して、以下の５つの観点に整理されている。 
 
Ａ：図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、正しくとらえる 

Ｂ：図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに論理的に考える 

Ｃ：図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに新たな課題を考 

える 

Ｄ：図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに自分の考えをま

とめ、伝える 

Ｅ：興味・関心のある事がらについて、意欲的に工夫して相手に伝える 



 

 

 

【５年生・６年生に見られる強み】 

・多くの問題において大阪府の平均正答率を上回っています。 

・Ｂ「図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けてそれをもとに論理的に考える

観点」やＤ「図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けてそれをもとに自分の

考えをまとめ伝える観点」の問題において、特に正答率が高くなっています。 

【５年生・６年生に見られる課題】 

・Ｅ「興味関心のある事がらについて意欲的に工夫して相手に伝えることや自身で考えたこと

を伝える観点」の問題において、大阪府の平均正答率をやや上回っています。 

 

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５・６年生ともに、総問題数９問中、正答数８問を頂点とする右寄りの山型に分布している 

 

○【観点Ａ】「図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、正しく    

とらえる」に関する問題 

 

問題 
番号 

問題の概要 問題の趣旨・形式 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

１（１） 
「ソース」についての資料を読み、

その資料をまとめた図にふさわしい

イラストを２つ選択する 

・文章から読み取る 

・図や表から読み取る 

・資料の情報を整理して伝える 

・選択式 

５
年 

78.1 75.1 

６
年 

85.5 83.8 

２（２） 

ロボット掃除機に使われているセン

サーについてまとめた資料 1、表 1か

ら、タブレット端末に使われている

センサーを２つ選択して書く 

・文章から読み取る 

・図や表から読み取る 

・記述式 

５
年 

74.3 69.8 

６
年 

82.0 80.4 

３（２） 

案内所の記号について話し合ってい

る会話文をもとに、それぞれがどの資

料を見て話し合っているか、ふさわし

い資料を選択する 

・文章から読み取る 

・会話から読み取る 

・図や表から読み取る 

・資料の情報を整理して伝える 

・理由や根拠を明確にして伝える 

・選択式 

５
年 

50.5 45.3 

６
年 

57.0 56.3 

５・６年生 わくわく問題（教科横断型問題） 

6 年生 5 年生 



 

【できている・概ねできている】 

１（１）文章から適切な資料を選ぶ。 

２（２）２つの資料を比較しながら、情報を整理して正しく読み取る。 

３（２）表で示された多様な考えを基準に沿って分類し、抽象化する。 

 

○【観点Ｂ】「図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それを    

もとに論理的に考える」に関する問題 

 

【できている・概ねできている】 

２（１）与えられた情報を理解し、条件に沿って論理的に考える。 

２（３）与えられた資料をもとに、理由や根拠を明確にして自分の考えを書く。 

３（１）会話文から、与えられた条件にしたがって記号を分類し、抽象化する。 

 

【課題が見られる】 

１（２）与えられた表をもとに、適切な文を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
番号 

問題の概要 問題の趣旨・形式 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

１（２） 

【ソースについてのアンケート結

果】と色分けされた地図の資料をも

とに、地方ごとによく使われるソー

スの特徴を書く 

・会話から読み取る 

・図や表から読み取る 

・資料の情報を整理して伝える 

・記述式 

５
年 

46.1 46.4 

６
年 

52.3 54.3 

２（１） 
ロボット掃除機の動きをもとに、正

しい図を１つ選択する 

・会話から読み取る 

・図や表から読み取る 

・資料の情報を整理して伝える 

・選択式 

５
年 

73.0 69.6 

６
年 

78.8 77.8 

２（３） 
資料３、資料４、資料５、資料６を

もとに、社会問題を解決するために

作りたいロボットについて書く 

・文章から読み取る 

・図や表から読み取る 

・自身で考えたこと伝える 

・理由や根拠を明確にして伝える 

・記述式 

５
年 

20.1 18.3 

６
年 

29.7 27.9 

３（１） 
ピクトグラムについての会話と資料

を整理し、どのようなときに役立つ

かをふさわしい言葉で書く 

・図や表から読み取る 

・資料の情報を整理して伝える 

・記述式 

５
年 

35.5 33.0 

６
年 

45.1 43.2 



 

（ 正答の条件 ） 

次の条件をすべて満たして解答しているもの 

① ①に適切な内容を書いている 

② ②に適切な内容を書いている。 

 

（ 正答例 ） 

・①「中濃ソース」が一番よく使われている 

・②「ウスターソース」が一番よく使われて 

いる 

正答率 5年生：豊中市 46.1％ 大阪府 46.4％ 

6 年生：豊中市 52.3％ 大阪府 54.3％ 

 

■児童にとって身近な「ソース」を題材とし，種々の資料を読み取り，それに基づいて思考

する力や，自分の立場を明確にした上でその理由を表現する力を育てることを目的とした問

題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 解説 〉 

表やグラフを扱う際に、どのようなところに特徴があるのかを読み取り、読み取ったことを児

童の言葉で言語化する機会を充実させることや、地図などの様々な情報と関連付けて考えさせる

ことが必要である。 

課題があった問題（問題１（２）） 



 

改善に向けて 

表やグラフを読み取るときは、何について表した資料なのか考え、特徴的なところに印をつけ

たり、その資料からわかることを文に書き表したりすることが大切です。 

また、情報を分類するときには、共通することやちがいが何かを見つけるようにしたり、共通

することをグループに分けて考えたりすることも大切です。 

 

○【観点Ｃ】「図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それを    

もとに新たな課題を考える」に関する問題 

※３（３）は、観点 E の欄へ記載 

 

○【観点Ｄ】「図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それを    

もとに自分の考えをまとめ、伝える」に関する問題 

 

問題 
番号 

問題の概要 問題の趣旨・形式 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

２（３） 

資料３、資料４、資料５、資料６

をもとに、社会問題を解決するた

めに作りたいロボットについて書

く 

・文章から読み取る 

・図や表から読み取る 

・自身で考えたことを伝える 

・理由や根拠を明確にして伝える 

・記述式 

５
年 

20.1 18.3 

６
年 

29.7 27.9 

３（３） 

大阪を訪れる世界中の人が困らな

いように何をするところかを伝え

るピクトグラムについて、自分で

考えた記号を書くとともに、工夫

した点についても文章で書く 

・会話から読み取る 

・自身で考えたことを伝える 

・図表に表す 

・記述式 

５
年 

82.7 81.9 

６
年 

88.0 88.2 

問題 
番号 

問題の概要 問題の趣旨・形式 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

１（３） 

ソースの容器として、「プラスチッ

ク容器」と「ガラス容器」のどちら

がよいか、資料から特徴を選び、自

分の考えを書く。 

・文章から読み取る 

・会話から読み取る 

・自身で考えたことを伝える 

・理由や根拠を明確にして伝える 

・記述式 

５
年 

43.8 40.1 

６
年 

53.9 52.6 

２（３） 
資料３、資料４、資料５、資料６を

もとに、社会問題を解決するために

作りたいロボットについて書く 

・文章から読み取る 

・図や表から読み取る 

・自身で考えたことを伝える 

・理由や根拠を明確にして伝える 

・記述式 

５
年 

20.1 18.3 

６
年 

29.7 27.9 

３（１） 
ピクトグラムについての会話と資

料を整理し、どのようなときに役立

つかをふさわしい言葉で書く 

・図や表から読み取る 

・資料の情報を整理して伝える 

・記述式 

５
年 

35.5 33.0 

６
年 

45.1 43.2 

３（３） 

大阪を訪れる世界中の人が困らな

いように何をするところかを伝え

るピクトグラムについて、自分で考

えた記号を書くとともに、工夫した

点についても文章で書く 

・会話から読み取る 

・自身で考えたことを伝える 

・図表に表す 

・記述式 

５
年 

82.7 81.9 

６
年 

88.0 88.2 



 

【できている・概ねできている】 

１（３）資料から読み取った内容をもとに、理由や根拠を明確にして書く。 

  ※３（３）は、観点 Eの欄へ記載 

 

○【観点Ｅ】「興味・関心のある事がらについて、意欲的に工夫して相手に伝える」

に関する問題 

 

【課題が見られる】 

３（３）図や会話文をもとに、新たな課題を考え、自分の考えを記号や言葉にまとめ伝える。 

 

 

 

■大阪万博から世界に広まった「ピクトグラム」を題材とし，ピクトグラムがどのようなも

のかを知るとともに，資料を分類・整理すること，会話と資料を関連付けること，相手にわ

かりやすく伝えるための工夫を考え表現することを目的とした問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
番号 

問題の概要 問題の趣旨・形式 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

３（３） 

大阪を訪れる世界中の人が困らないよ

うに何をするところかを伝えるピクト

グラムについて、自分で考えた記号を

書くとともに、工夫した点についても

文章で書く 

・会話から読み取る 

・自身で考えたことを伝える 

・図表に表す 

・記述式 

５
年 

82.7 81.9 

６
年 

88.0 88.2 

課題があった問題（問題３（３）） 

正答率 5年生：豊中市 6.2％ 大阪府 5.2％ 

6 年生：豊中市 6.6％ 大阪府 7.4％ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善に向けて 

自分の考えを伝えるためには、学校生活の中で、自由な発想から物事を考える活動を行うこと

が大切です。また、様々な授業で作品を作った際に、工夫した点等を言語化する機会を持つこと

も必要です。 

 また、子ども達の思考力・判断力・表現力を育成するためには、子ども達に「考えること」を

意識させることが必要です。思考力・判断力・表現力を育成するためのプロセスとして、探求的

な学習活動を設定することは欠かせません。 

①情報を言語により分析し、まとめたり、表現したりする学習活動 

②他者と協働して課題を解決しようとする学習活動 

③「考えるための技法」が活用されるようにすること 

教科横断的な学習等において、上記 3つのポイントをもとに学習活動をすすめることが大切です。 

 一人一台端末の学習ツールの活用、イメージマップやくま手チャート等の「シンキングツー

ル」の活用により、考えを可視化することが重要です。一方で、ツールの活用自体が目的化しな

いよう、学習の過程において、どのような意図で、どのように使用するかを計画的に考えた上で

進める必要があります。 

 

（ 正答例 ） 

①【記号】 

 

 

 

②【記号にしたもの】薬局 

③【工夫】薬が買えるお店だということがす

ぐにわかるように、カプセルと薬のびんをか

きました。 

 

〈 解説 〉 

このように解答した児童の中でも、①【記号】や②【記号にしたもの】について書くことが

できていたが、③【工夫】について書くことができていない児童が多くいた。【工夫】について

は、問題の会話文を参考に書くことができるが、問題を読み取ることができていない可能性が

ある。自分で考えたことを相手に伝える際にどのように伝えたらよいか普段から意識したり、

伝えたりする機会を持つことが必要である。 

（ 正答の条件 ） 

次の条件を全て満たして解答しているもの 

①【記号】に記号を書いている 

②【記号にしたもの】に何を記号にしたかを

書いている 

③【工夫】にどのような工夫をしたのかを書

いている 

・①②③のいずれかを満たしているもの（準

正答） 


